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三つ紐伐り（台切り・三つぎり）の由来に思うこと 
 

資料館スタッフ 中畑孝史 
 
１．はじめに 
 三つ紐伐りは、木曽・裏木曽地方において古来より伝承された巨木を伐倒する

ための技法で、幹の三方向から斧を入れて立木を倒した。この技法は明治後期か

ら昭和初期の間は、台切り・三つぎり・三つに切ると呼称されていたが、現在は

広く、三つ紐伐りの名称で認識されている。 
チェンソー伐倒が主流の現代においても、特別な場面で三つ紐伐りが使われ、

木曽式伐木運材図絵に三つ紐伐りが描かれているなど、この技法に関心が集まる

ことから、その名称が三つ紐伐りに定着するまでの過程を考察した。 
 
２．三つ紐伐り 

三つ紐伐りは、幹の三方向から斧を入れ三つの穴を穿ち、鼎
かなえ

状に弦
つる

と呼ばれる

三脚を残して、最後に伐倒方向と反対側の弦（追弦）を切って巨木を倒す技法で、

20 年毎に行われる神宮式年遷宮の御神木は、御杣
み そ ま

始
はじめ

祭
さい

の際にこの技法で伐倒さ

れる。 
三つ紐伐りの基本は、道具に斧のみを使用して三つの穴を穿つが、三つ紐伐り

に類似する伐倒方法に鼻緒伐り・改良三ツ紐伐りがあることから、それぞれの伐

倒方法を検証する（図 1）。 
（１）三つ紐伐りの伐倒方法 

①斧で受口を穿つ。 
②斧で二つの追口を穿つ。 
③追弦を斧で切り離し伐倒する。 

（２）鼻緒伐りの伐倒方法 
①斧で受口を穿つ。 
②ボルト錐

ぎり

（別名ギムネ・錑錐
もじぎり

、先が螺旋
ら せ ん

状をし、丁字形

の柄をまわしながら穴をあける錐
きり

）で穴を開け貫通する。 
③錐穴に細い鋸を入れ、伐木用鋸の幅まで挽き進める。 
④伐木用鋸に交換して、受口の深さまで挽き進める。 
⑤追弦を斧又は鋸で切り離し伐倒する。 

（３）改良三つ紐伐りの伐倒方法 
①斧で受口を穿つ。 
②斧で受口の反対側に、穴を穿ち貫通する。 
③斧穴に伐木用鋸を入れて、受口の深さまで挽き進める。 
④追弦を斧又は鋸で切り離し伐倒する。 図 1 伐倒方法の図
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鼻緒伐り・改良三ツ紐伐りは、鋸を使用することから斧のみを使用する三つ紐

伐りの定義から外れた方法になる。インターネットホームページの「林業の安全

作業情報・伐倒技術の変遷」では、三つ紐切り・鼻緒伐り・改良三つ紐切り等の

伐倒方法の図解が公開されている。 
 
３．年代における名称の変遷 

斧による伐木が主流だった頃の明治 40 年(1907)から昭和 16 年(1941)の間に発

行された文献は、「台切り・三つぎり・三つに切る」と呼称していたが、斧伐が衰

退した戦後に発行された文献等では、「 鼎
かなえ

伐り・三つ目切り・三方伐り・三つ口

伐り・三弦
み つ る

伐り・三ツ紐伐り・三つ緒
お

伐り・鼻緒伐り」と呼称されている（表 1）。
また、改良三ツ紐伐りと区分するための名称の「本三つ伐り」もある。これらの

名称は、伐根の形状（台切り・鼎
かなえ

伐り）・三つの穴（三つぎり・三ツ口伐り等）・

三つの弦（三弦
み つ る

伐り・三ツ紐伐り、三つ緒
お

伐り）にそれぞれ由来すると考える。 
昭和 26 年(1951)の長野営林局伐木造材作業心得（『伐木運材経営法』より）に

改良三ツ紐伐りが登場し、昭和 63 年(1988)の坂巻俊彦著『残したい三ツ紐伐り』

の発行以降に、長野県内（旧長野営林局管内）は、三つ紐伐りの名称が定着した。

なお、岐阜県内（旧名古屋営林局管内）では、主に三つ緒伐りの名称が使われて

いる。 
戦前の文献における伐倒方法の解説では、大正 11 年(1922)発行の高知大林区署

『行啓記念写真帖』の伐木状況写真に、次のような説明が付されている。 
 
 
昭和 7 年(1932)に初版発行の本多農林教科書『森林利用学』の記述である。 
 
 
 
 
 
昭和 8 年(1933)発行の『和英独仏林業辞典』では、各伐木方法を解説している。

なお【利】は森林利用、《方》は方言、（）は調査された箇所、{ }は同意語を表す。 
 
 
 
 
 
 

ダイキリ〔台切〕【利】従来木曽地方に行われた切断法の一種にして、直径の

大きなものに、受口に対し二方より追口を設け、追弦を三脚状に残し、受口

の反対側の追弦を徐々に切断して伐倒する方法《方》〔台伐〕 
ミツヒモギリ《方》一名「三方伐り」とも言う。即ち欅の如き有用樹の伐採

に当たり斧のみにて三方より切り込み伐採する方法（熊本県球磨郡） 

木曾地方では古来斧のみを用いて伐採する風習が行われて居た。其の方法は

普通頭巾切で特に直径の大きなものは台切と言い、樹幹の三方から斧で刻口

を付けて追弦と称する三脚で樹幹を支え、追口の側の追弦を徐々に伐って予

定の方向に樹幹を倒す方法が行なわれた。高知方面で行われる三つ目切り或

いは鼻緒切り等と称するものも之と似た方法である。 

高知県長岡郡吉野村大字七戸龍王山国有林 29 林班の斫伐地に於ける、欅の伐

木、三ツ紐伐りの状況なり 
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昭和 16 年(1941)発行の『伐木運材図説』における伐倒方法の記述であり、こ

の方法に地域名は付されていないが、木曽地方であると考える。 
 
 
 
 
以上のように各地方で欅を伐倒するための三ツ紐伐りが存在し、昭和 16 年

(1941)頃までは、木曽地方の台切・三つきりと区別されていた。なお、前述の文

献等に、鼎
かなえ

伐り・三つ口伐り・三弦
み つ る

伐り・三つ緒
お

伐りの記述は見つからなかった。 
昭和 19 年(1944)発行の『伐木運材教程』に、樹幹の大なる木に応用（木曽地

方）の「三弦伐
ﾐ ﾂ ﾋ ﾓ ｷ ﾞ ﾘ

（台伐）」と記述されていた。そして、昭和 22 年検定発行の教科

書『林業生産２』における台伐の解説で「弦あるいはひも（紐）とよばれる三脚」

としていたことから、各地の類似した技法の名称が混在し、及びこの三弦伐
ﾐ ﾂ ﾋ ﾓ ｷ ﾞ ﾘ

とひ

も（紐）の記述がその後の三つ紐伐りの定着に影響を与えたと考える。 
鼎
かなえ

伐りは、 鼎
かなえ

状に切ることがそのまま名称となり、三弦
み つ る

伐りは、三弦伐
ﾐ ﾂ ﾋ ﾓ ｷ ﾞ ﾘ

の読

み方が変化したと推測する。三つ緒伐りの緒は、楽器や弓に張る糸（弦）の意味

も有することから、三弦伐・三つ紐伐りが三つ緒伐りに変化したと推測するが、

この二つの名称で長野県・岐阜県に分かれて定着した理由は解明できていない。 
 三方伐りが熊本県の方言とすれば、三つ紐伐りの別称とするのは適切でないと

考える。 
 
４．おわりに 

昭和 19 年(1944)発行の『伐木運材教程』の三弦伐
ﾐ ﾂ ﾋ ﾓ ｷ ﾞ ﾘ

が現在の三つ紐伐り・三つ

緒伐りの発端となったと推測している。『伐木運材教程』にそれまでの台切に変わ

って三弦伐
ﾐ ﾂ ﾋ ﾓ ｷ ﾞ ﾘ

が記述されたこと及びその出典は不明であるが、他地方の三ツ紐伐り

とその記述した教科書が現在の三つ紐伐りの名称に大きく影響したと推測する。 
三つ紐伐りの別称を多数確認しているが、その中で三つ紐伐りと混同して使用

されている名称の鼻緒切り・三目切り・三方伐りに注意しなければならない。ま

た、未だ知られていない名称が存在しているのではないだろうか。 
現在は三つ紐伐りの名称が広く認識されているが、木曽地方の伐倒方法と他地

方の伐倒方法が区別されていたことから、斧伐の頃に木曽で使われていた台切

り・三つぎりの名称を意識してほしいと思う。 

ミツメギリ〔三目切り〕【利】土佐地方に行われる切断法の一種にして台切と

似たるもの、追弦を下駄の鼻緒状の位置に残すことにより鼻緒切りとも言う。

{鼻緒切り} 

貴重な材或いは特に大きい材は追口を二つ付ける。これを「三つきり」とい

う。この場合には、支柱は三本となる。受口の正反対側のものが追弦で、他

の二柱を横弦という。追弦を徐々に切れば横弦は自然に折れて所要の方向に

幹は倒れる。 
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表 1 三つ紐伐り関連の資料名称 


